第５回全国遺伝子医療部門連絡会議の御案内　第２報
開催日時：2007年11月17日（土）13:00～
開催場所：千葉大学西千葉キャンパスけやき会館（ＪＲ総武線西千葉駅下車徒歩５分）
参加費用：無料（懇親会のみ有料）

日　　程：13:00～13:05 開会のあいさつ
（予定）　13:05～13:10 病院長あいさつ

13:10～14:00 会務報告
14:00～14:40 最近の話題
(1)遺伝子検査の標準化と人材育成に向けて
(2)遺伝医療におけるCGHアレイ解析
14:40～14:50　グループワークオリエンテーション
14:50～15:05　休憩・移動
15:05～16:35  グループワーク (8グループ)
(1)医師以外の人材（遺伝カウンセラー・看護職・心理職・ソーシャルワーカーなど）とそのポストの確保をどうしていますか？
(2)施設内及び地域への浸透を図るための工夫をどうしていますか？
(3)受付から初回の遺伝カウンセリングまでの流れをどうしていますか？
(4)フォローアップ（特に心理的支援）を具体的にどう実施していますか？
(5)出生前診断の希望にどう対応していますか？
(6)発症前診断の希望にどう対応していますか？
(7)サポートグループ（親の会・患者の会・家族の会など）との協働を考える
(8)遺伝医学教育はどのように行われていますか？

16:35～16:45  移動

16:45～17:30  グループワークのサマリー

17:30～18:00  治療法・対応法が確立しつつある疾患の全国ネットワーク構築の提案
(1)ファブリー病
(2)難聴
18:00  　     閉会

18:10～　     懇親会（要会費）
全国の遺伝子医療部門の担当者（医師・他）が一同に会する会議です（200名以上の医療関係者の参加を予定）。

当然ながら、全ての医療は当事者の意見を十分に踏まえたものでなければなりませんので、今回はグループワークとして(7)を設定致しました。サポートグループの方々にはここに参加していただき「協働を図る上での建設的な御意見や御要望」をお聞かせいただいた上で担当者とディスカッションしていただきたいと存じます（もちろん前後の講演等や懇親会にも御参加いただけます）。

当日の会議の内容は報告書としてまとめられ、参加者と全国の遺伝子医療部門に配布されることになっております。

グループワークのファシリテーターは国際医療福祉大学の大熊由紀子氏に御願い致しました。
既に全国的な幾つかの会からの参加の内諾をいただいております※。

会同士の相互交流を図るという点でも意義は大きいかと存じます。奮って御参加下さいませ（必ずしも代表者である必要はございません・・・個人としての参加も歓迎致します）。

特に「開催地である千葉県内の会の方々」の参加を熱望致しております。
お知り合いの会の関係者の方にもお伝えいただけると幸いです。

なお、もちろん当日参加も歓迎致しますが、会場の準備の関係上、ある程度の人数把握をする必要がございますので、可能であればあらかじめ御連絡下さいませ。

連絡先：

千葉大学大学院医学研究院公衆衛生学講座

千葉市中央区亥鼻１－８－１

TEL：043-226-2069　FAX：043-226-2070

担当：石井拓磨
※参加予定団体（平成19年10月14日現在；参加連絡順）

ＪＨＤＮ  日本ハンチントン病ネットワーク
腎性尿崩症の友の会

ルビンシュタイン・テイビ症候群親の会　こすもす

他　参加検討中の会多数

ＦＡＸ送信票
送付先：千葉大学大学院医学研究院公衆衛生学講座（０４３－２２６－２０７０）
第５回全国遺伝子医療部門連絡会議に参加します。

団体名：
人　数：　　　人

御芳名：
連絡先：〒

TEL：　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：
